
■塁⊇■ヨlll版（24）

〉05年（平成17年）8月16日　　火曜日　　　　岐　　　阜　　　弄斤　　　闇

フェロシルトの六価クロム問題

達磨階層発生か

岐
阜
大
教
授
、
実
験
で
確
認

自
然
界
で
の
変
化
に
否
定
的

埋
め
戻
し
材
「
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
」
の
使
用
個
所
が
六
価
ク
ロ
ム
な
ど
の
重
金
属

で
汚
染
さ
れ
た
問
題
で
、
岐
阜
大
学
地
域
科
学
部
の
粕
谷
志
郎
教
授
が
十
五
日
、

岐
阜
市
柳
戸
の
同
大
学
で
開
か
れ
た
研
究
会
で
、
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
の
製
造
過
程
を

モ
デ
ル
化
し
た
状
態
か
ら
、
六
価
ク
ロ
ム
が
生
成
で
き
る
と
い
う
実
験
結
果
を
報

告
し
た
。
粕
谷
教
授
は
「
汚
染
は
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
の
製
造
段
階
で
発
生
し
た
の
で

は
」
と
因
果
関
係
を
指
摘
し
た
。

フェロシルト問題で六価クロムの生成について話す粕
谷志郎教子受＝岐阜市ヰ卯戸、岐阜大学

フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
を
使
用
し

た
県
内
の
複
数
の
造
成
地
で

は
、
環
境
基
準
を
超
え
る
六

価
ク
ロ
ム
が
検
出
さ
れ
た

が
、
原
因
は
分
か
っ
て
い
な

い
。
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
は
、
酸

化
チ
タ
ン
を
生
成
す
る
過
程

で
発
生
す
る
廃
硫
酸
を
再
利

用
し
た
製
品
の
た
め
、
実
験

で
は
、
廃
硫
酸
が
生
じ
る
過

程
を
代
替
物
を
使
っ
て
再
現

し
た
と
こ
ろ
、
六
価
ク
ロ
ム

が
生
成
さ
れ
た
こ
と
を
確
認

し
た
。粕

谷
教
授
は
「
六
価
ク
ロ

ム
は
廃
硫
酸
の
段
階
で
既
に

発
生
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
。
リ
ユ
ー
ス
は
大
事
な
こ

と
だ
が
、
安
全
だ
と
言
い
切

れ
る
ま
で
は
使
う
べ
き
で
は

な
い
」
と
指
摘
。
製
造
元
の
石

原
産
業
（
本
社
・
大
阪
市
）
側

に
「
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
に
含
ま

れ
る
三
価
ク
ロ
ム
が
土
中
で

六
価
ク
ロ
ム
に
変
わ
る
」
と

い
う
見
方
も
あ
っ
た
が
「
三

価
ク
ロ
ム
は
強
力
な
酸
化
作

用
が
な
い
限
り
は
、
自
然
界

に
お
い
て
、
簡
単
に
は
六
価

ク
ロ
ム
に
は
変
わ
ら
な
い
。

′）へ、

顔
通
後
駁
汚
染
さ
れ
る
こ
と

は
考
え
に
く
い
」
と
話
し
た
。

県
内
で
の
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト

使
用
は
十
カ
所
で
計
三
万
㌦

以
上
。
同
社
は
全
量
回
収
の

方
針
を
示
し
、
作
業
を
進
め

て
い
る
。
東
海
三
県
の
使
用

量
は
約
七
十
万
㌦
に
上
る
。


